件名：叔父様のご訃報に接し

叔母様

このたびは、叔父様のご逝去の報に接し、大変驚いております。心よりお悔やみ申し上げます。

つい先日までお元気なお姿を拝見していただけに、まだ信じられない気持ちでいっぱいです。享年79とのこと、まだまだお元気でいらしていただきたかったと、残念でなりません。

〇〇さんも、突然のことでさぞお力落としのことと思います。叔母様もどうかご無理なさらず、お身体を大切になさってください。

本来であれば、すぐにでも駆けつけてお別れを申し上げたいところですが、遠方のため、通夜・告別式への参列がかないません。誠に申し訳ございませんが、どうかご容赦くださいませ。

御香典・御供花につきましては、ご辞退されるとのことでございますので、そのお心遣いを尊重させていただきます。

何かお手伝いできることがございましたら、いつでも遠慮なくお申し付けください。

叔父様のご冥福を、心よりお祈り申し上げます。

まずは、取り急ぎメールにて失礼いたします。

〇〇　〇〇
